























と亀岡市第 次総合計画 夢ビジョン シンボルプロジェクト 自然・文化 次代継承 プロジェクト
チームのみなさまに多大なご協力をいただいた。ここに記して、謝意を表す。
） 地方における文化行政の状況について（平成 年度） によれば、平成 年度には全国の都道府県と






（ ）、存在価値（ ）、威信価値（ ）、 遺贈価値
（ ）、教育価値（ ）を指摘し、なんらかの形での公共政策
の必要性を述べた。また （ ）は、文化的な財やサービスを 創造性 知的
所有権 象徴的な意味 の つの要素に関わるものと定義した。そして、美術館を例に
文化的な財を準公共的な財と位置づけ、その存在そのものが雇用や所得の創出をはじめは
他の経済に様々な正の外部性をもたらすことを指摘し ）、文化的な財を公平に供給するた


































これを 登録博物館 と呼ぶ（博物館法第 条）。登録博物館ではないが、それに相当する施設として




認施設 という。現在の亀岡市文化資料館は 類似施設 に区分されており、現在議論されている新資
料館構想では国宝や重要文化財として指定されている資料についても収蔵や保管、展示ができる 登録
























第 次亀岡市総合計画 夢ビジョン シンボルプロジェクト・自然文化 次代継承チー
ム （以下、シンボルプロジェクト）でも、その活動の一環として、新しい資料館のあり
方が議論され、市民アンケートを実施することとなった ）。








ことはできなかった。その中で、 新資料館 について 段階での評価を求めた以下の設
問において、
問 亀岡市民以外の方を案内したくなる 新資料館 とは（複数回答可）
問 新資料館 で、亀岡に関して学びたいこと（ つ）
問 新資料館 の事業で、利用・期待すること（ つ）














）シンボルプロジェクトは、 第 次亀岡市総合計画 夢ビジョン （ ）において、におい
て 市民・団体・事業者・行政 の協働により議論・企画・提案し、新しいまちづくりに向けた取り組
みを進めることを目的に創設された。前期基本計画（ ）では 自然・文化 次代継承 、 住
み心地向上 、 にぎわい創出 の つのプロジェクトが置かれ、様々な取り組みが進められた。
）順序のある複数の選択肢からひとつ選ぶとき使われるモデルである。たとえば、調査では、生活に関
する全体の満足度に関して 不満だ やや不満だ どちらでもない まあ満足している 満足して










































これから、亀岡市の評価が高い項目の中で、 雇用の環境（問 ） と 育児の環境




教育の環境（問 ）、 治安（問 ）、 地方政府の行政サービスの水準（問
） が統計的に有意ではなくなる。
最終的に、 交通・インフラの環境（問 ）、 地域の所得水準（問 ）、 住環






次に、 最近 年間での亀岡市文化資料館の利用状況（問 ） と幸福度の関係を見てみ
よう。 最近 年間での亀岡市文化資料館の利用状況（問 ） と、幸福度を示す 現在の











































































































































































































問 雇用の環境 ［ ］
問 交通・インフラの環境 ［ ］
問 教育の環境 ［ ］
問 地域の所得水準 ［ ］











［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
年齢
年齢
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
年齢の二乗
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
居住年
居住年
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
所得
万円以上ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
学歴
高校ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
短大・高専・専門学校ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
大学・大学院ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
その他ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
職業
経営者・役員ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
非正規社員ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
自営業主ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
学生ダミー
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
無業ダミー











［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］
［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ ］




















































































































































































































































































































































満足している を合計）と答えた人の割合は ％である一方、年 回 回の利用者
の満足と答えた人の割合は ％とわずかに低い。しかし、これ以外の利用者の満足と答
えた人の割合は、 全くない の割合を超えている。特に、年に 回以上資料館を利用す
る人の場合は、満足と答えた人の割合は ％である。このように、クロス表からは一般
的に資料館を利用する人の幸福度は高いと言える。表 と図 では、資料館を 利用した



















％ ％ ％ ％ ％ ％
利用したこ
とがある
％ ％ ％ ％ ％ ％
無回答 ％ ％ ％ ％ ％ ％


















































料館 であり、 名によって使われ、 亀岡 、 施設 、 新資
料館 と続く。このことから、回答者は 資料館 、 亀岡 、
施設 および 新資料館 などの語を使いながら回答してい




う。 資料館 という単語と 施設 の単語を同時に使用して
いる回答者が 名、 亀岡 の語を同時に使用している回答者
が 名、 子供 の語を同時に使用している回答者が 名いる。単語間の関係は図 のよ


















る。図 では少し分かりにくいが、 資料館 の語と関係が深い語が確認される。 資料
館 と 番目に関係が深い語は 亀岡 である。回答を見てみると、亀岡市の現状や市へ
の要望を述べながら資料館についての感想や意見を述べているのがほとんどである。その
内容は、 亀岡を知ることができる資料館にしてほしい 、 トロッコ列車と資料館を関係
づける 、 資料館を亀岡のイメージアップのために使う 、 図書館と連携してほしい 、
過去と現在の架け橋になるような資料館になってほしい 、 亀岡市の中核に資料館を位













る 、 新資料館を有意義な利用価値のある建物にしてほしい 、 一流のショップやカフェ
を呼べるような複合施設にするか、最悪でも児童文化センターのように子供の知育に役立
つ施設にして欲しい 、 行きたくなるように様々な施設を併設する などである。内容的
には、賛成の立場あるいは提案をする立場の回答が大半であったが、反対の意見として
は、 新資料館に市民の税金をつぎ込む事は無駄なことである 、 新資料館よりもコン
サートや発表会などができるという施設が欲しい 、 基本的には遊び場や飲食店等の併設
は反対である などもあった。
興味深い現象の つとして、 資料館 と 新資料館 の中で 子供 に言及するケー
スが多い点を挙げることができる。これは、アンケート調査の中の あなたは、 新資料
館 の事業で、利用・期待すること（ つ）（問 ） に対する回答と関係すると考える
ことができる。つまり、これに対する回答では、 子供向けイベントの充実を望む と答
える回答者が、 強く思う 思う を合わせたものの比率が 番目に多いという状況を反
映しているものと思われる。
































地域戦略 （ ）の策定にあたって高校生も正式な委員として参加している ）。
本研究を実施した亀岡市においても、新資料館構想を議論した シンボルプロジェクト
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問 （問 で ．全くない と回答の方のみ） 年間文化資料館に行かなかった理由（複数
回答可）
問 亀岡市民以外の客を案内したくなる 新資料館 とは（複数回答可）
文化施設の利用と幸福度に関する研究
問 新資料館 で、亀岡に関して学びたいこと（ つ）
問 あなたは、 新資料館 の事業で、利用・期待すること（ つ）
問 新資料館 のあり方（ つ）
問 新資料館 に展示機能以外で望むもの（ つ）
文化施設の利用と幸福度に関する研究
問 性別
問 年齢（ つ）
問 居住年数
問 現在の主な従業上の地位（就業形態）
文化施設の利用と幸福度に関する研究
問 最終学歴
問 年収
問 現在の生活に対する全体としての満足度
